
　プロ野球開幕を前に解説者・工藤公康氏

の講演を聴いた。通算勝利224勝、西武、巨

人などで29年間プレーできたのは「厳しかった

広岡達朗監督のおかげ」と感謝していた。

　広岡監督は基本に忠実である。来る日も来

る日も同じことを命じる。工藤投手ら新人には

「投内連携」といって投手―内野手間のサイン

プレーを徹底させた。一塁手や二塁手が捕球

した打球を投手は一塁ベース上で受け取る。

　これを毎日30分から１時間反復。「すると

ベースを確認することなく踏めるようになります」

と工藤氏。投ゴロを捕球した投手が二塁へ送

球し、併殺プレーへと続けることがある。二塁手

の上半身へ正確に投げる。悪送球はセンターま

で取りにいかされた。いつしか二塁ベースを見

なくても正しく送球できるようになった。「頭で考

えなくても体が動くようになるまで練習する。そ

れがプロの技術」と工藤氏は続けた。　

　若者が早くに厳しい人に巡り合うのは幸せと

いえる。大リーグに挑戦する田中将大投手は野

村克也監督に。大リーグ、ワールドシリーズで

MVPを獲得した松井秀喜さんは長嶋茂雄監督

に。両足のアキレス腱を痛めながら2000本安打

を記録した前田智徳さんは水谷実雄コーチに。

　星野仙一監督は２軍監督や寮長を「おじい

ちゃん」と呼ばれる大先輩に託した。若者の指

導には我慢が必要との判断からだ。その我慢

とは、若者の成長を慌てず、焦らず、あきらめ

ずに見守る。

　社会へ出て、厳しい人に巡り合ったら幸運

と思うがいい。基本練習を若くして習得する

か、回り道をした後、世間の目を少し気にしな

がら実践するか。移籍して広岡監督の教えを

受けたベテラン選手が言ったという。「もっと早

くにこの人と会っておけばよかった」。プロス

ポーツの評価は年俸だ。長く現役生活を続け

られれば、それだけ収入がある。一般社会では

得られない高額だ。

　怖そうな顔には、優しさがある。

（編集長　久保田茂信）
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◎取材協力

加藤静香

石崎春日子

中田実希

田中未来

山口莉奈

福田紗友里

武内優里子

関いづみ

矢嶋万莉子

佐伯綾香

山口萌絵

田中佑樹

晝間祐亮

齋丸仁志

竹田響

澤田紫門

森田晴香

小野理世

西村卓真

谷藤美佳

高瀬杏菜

中村亮士

高﨑莉世
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